




TAKATA  Ya suko
1.　はじめに





















幸福研究は、happiness studyと well–being studyという 2つに分けることができる。
happiness studyは、「幸福」、あるいは「楽しみ」の心の状態に意味を求めたものであ
る。つまり、得られた幸福感の分析を行うことで、幸福感とは何かを説明しようとす






みる hedonic viewアプローチに大別される （2）。近年の行動経済学の急速な発展によっ
て、この hedonic viewアプローチの重要性が叫ばれるようになり、最近の幸福研究に





























































































































































　 直近の出来事（うれしいこと悲しいこと） ＊＊、職務適性 ＊＊、専門性の高さ ＊＊、
困難の克服経験 ＊＊、原因の内的志向性 ＊＊、ストレス耐性 ＊＊、学歴満足度 ＊＊、
仕事満足度 ＊＊、キャリア満足度 ＊＊、キャリアへの自信 ＊、時間の使い方 ＊＊、時間


























































































（10） Wzesniewaki, A., &Dutton, J.E., Martin, S.等の論文（「仕事観の研究」）と著作（『世界で
ひとつだけの幸せ』）を参考とした。
（11） ダニエル・カーネマン、2011、『ダニエル・カーネマン心理と経済を語る』楽工社
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